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福
島
県
菊
花
品
評
大
会
で

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

　

福
島
県
菊
花
品
評
大
会
は
二
本
松
の
菊
人
形
と

同
時
開
催
さ
れ
、
個
人
の
部
で
、
本
宮
菊
友
会
か
ら

３
名
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
11
月
24
日
に
菊
人
形
会
場
で
行
わ

れ
、
穀
野
只
信
さ
ん
（
本
宮
字
栄
田
）
は
、
４
年
連

続
５
度
目
と
な
る
最
高
賞
の
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
本
宮
菊
友
会
と
し
て
は
、
６

年
連
続
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
と
い
う
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
穀
野
節
子
さ
ん
（
本
宮
字
栄

田
）
は
「
外
務
大
臣
賞
」、
作
田
洋
子
さ
ん
（
本
宮

字
兼
谷
平
）
は
「
二
本
松
観
光
協
会
長
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
団
体
の
部
で
は
、
本
宮
菊
友
会
が
４
年
連

続
５
度
目
と
な
る
「
団
体
優
等
賞
」
を
受
賞
し
本
宮

菊
友
会
の
技
術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

新
人
戦
県
大
会
で
優
勝

　

白
沢
中
学
校
の
女
子
剣
道
部
が
、
11
月

14
日
に
大
熊
町
で
開
催
さ
れ
た
福
島
県
中

学
校
選
抜
剣
道
大
会
（
新
人
戦
）
の
女
子

団
体
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
選
手
層
の
厚
い
い
わ
き
市
立

平
第
一
中
学
校
と
対
戦
し
、
２
勝
１
敗
２

引
き
分
け
の
接
戦
の
末
、
勝
利
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
に
は
、
優
勝
報
告
に
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
佐
藤
市
長
は
、「
勇
気
を

あ
た
え
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
は
、「
来
年
度
の
中
体
連

が
本
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
優
勝

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

▲12月１日、佐藤市長に受賞報告をする野内会長（前列
左）、穀野さん（前列右）と菊友会の皆さん

▲優勝報告に訪れた白沢中女子剣道部の皆さん

　「とうほく☆地域を守る防災コンテスト
2009」が、11月28日に郡山市の日本大学
工学部で開催されました。
　このコンテストは、学校や町内会、企
業などが、安心できる安全な地域づくり
への取り組みを発表するものです。
　県内を中心に13団体の応募があり、市
内からは、本宮８区町内会自主防災隊が

「審査員特別賞」を受賞しました。

防災活動への取り組みで入賞～本宮８区町内会～

▲コンクールでは、地域の皆さんが現地を確認しながら防災マップづくりをし
た活動内容について展示・発表し、今後のマップ利用についても発表しまし
た。写真は、作成した防災マップの一例です。これらの発表内容については、
２月28日（日）まで、中央公民館に展示される予定です。皆さんも、ぜひ
ご覧ください。

▲12月４日、受賞報告に市役所を訪れた
本宮８区町内会長の菅野達夫さんと庶務
の佐藤繁さん

岩根小学校耐震補強工事完成

　昨年６月から進めてきた岩根小学校の
耐震補強改修工事が完成しました。
　この校舎は昭和50年に建築されたもの
ですが、耐震診断の結果を踏まえ、万が一
の大地震に耐えることができるようにと
廊下と教室の間に耐震壁を設置しました。
　またこの工事に合わせて、床や壁、外壁
などの改修を行い、再び子どもたちの声
が響き渡る校舎へとよみがえりました。

【事業概要】
　　耐震壁の設置
　　校舎の改修
【総工事費】
　　１億6,988万円

◆問い合わせ先
　教育総務課
　　教育施設係
　　（☎内線244）

阿
武
隈
川
左
岸
築
堤
対
策
室 

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

本
宮
駅
の
利
用
促
進
と
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
に

　

12
月
２
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
で
、

「
第
15
回
福
島
大
学
地
域
創
造
支
援
セ
ン

タ
ー
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
本
宮
市
地
域
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
本
宮
駅
利
用
促
進
と
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
～
目
ざ
せ
駅
利
用
５
，
０
０
０

人
突
破
～
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
福
島

大
学
地
域
創

造
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
、

本
宮
市
共

催
、
市
内
の

各
種
団
体
等

多
数
の
後
援

の
も
と
、
約

２
０
０
名
の

参
加
者
を
迎

え
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支

社
企
画
部
長
の
相
澤
義
博
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「『
駅
』
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
駅
は
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
。
利
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
現
在
Ｊ
Ｒ
が
取
組

ん
で
い
る
様
々
な
事
例
が
具
体
的
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
」
で
は
、
福
島
大
学
地
域
創
造
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
伊
藤
宏
之
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、「
本
宮
駅
利
用
の
促
進
に
関

す
る
提
言
『
中
間
報
告
書
』」
を
も
と
に
、

眞
島
和
好
さ
ん
（（
社
）
も
と
み
や
青
年
会

議
所 

副
理
事
長
）、
松
本
和
子
さ
ん
（
市
民

代
表
）、
相
澤
義
博
さ
ん
、
佐
藤
市
長
が
、

駅
利
用
促
進
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
熱

心
な
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

か
ら
も
東
西
自
由
通
路
の
必
要
性
や
、
行

政
・
企
業
・
地
域
住
民

に
よ
る
一
体
的
な
取
組

み
の
重
要
性
な
ど
積
極

的
・
具
体
的
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
ご
感
想
、

さ
ら
に
は
、
今
月
、
本

宮
駅
利
用
促
進
検
討
委

員
会
よ
り
提
出
が
予
定

さ
れ
て
い
る
提
言
書
の

内
容
を
踏
ま
え
、
駅
利

用
促
進
の
対
策
に
つ
い

て
更
な
る
検
討
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、

市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
取
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

 

政
策
推
進
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

～
本
宮
市
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
～

○
移
転
先　

本
宮
市
福
祉
会
館
１
階
（
旧
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
）

○
住　

所　

本
宮
市
本
宮
字
馬
場
７
４―

１

○
電　

話　

☎
３
３―

２
６
１
８
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

１
月
４
日
か
ら
、
阿
武
隈
川
左
岸
築
堤
対
策
室
の
事
務
所
を
移
転
し
ま
し
た
。


